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Abstract
  The purpose of this study is to compare and examine the factors related to positive 
experience formation in treating acute patients and chronic patients during adult nursing 
practice. 
  A questionnaire survey was conducted on 69 fourth-year students in the Department of 
Nursing at T University. 
  The questionnaire consists of 32 items in 8 areas based on those similarly categorized in 
previous research. Questions of the 8 areas are as follows: evaluation of overall practice, 
patient reactions, students’ self-reflection, nursing practice, practice instructors, teachers 
in charge, practice groups and interest in adult nursing. 
  38 effective responses obtained from the students were analyzed. (The response rate 
was 56.2%).
  As a result of the analysis, there were 3 factors found among students who had positive 
experiences: a) active listening, b) approval and c) advice by practice instructors and 
teachers during acute nursing practice.
  In chronic nursing practice, the students reported that the acquisition of communication 
skills was necessary for building good relationships with patients as a related factor for 
gaining positive experiences
  This study will clarify key factors for enabling students with positive experiences during 
adult nursing practice. The factors are as follows: giving students advice through active 
listening and expressing approval postures; helping students to build good relationships 
with patients. The importance that teachers and practice instructors have a big impact 
on students’ learning experiences will be discussed.
  Key words:  adult nursing practice, positive experience, motivation for learning, nursing 
students
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Ⅰ．緒言
看護基礎教育において、看護学実習は授
業の一形態として位置づけられ、臨地実習
という学習形態で行われる。臨地実習の目
的は、実習の場でしか体験できない具体的、
個別的な経験を学内で学んだ知識、技術、
態度と結びつけ、看護活動が展開できるよ
うになることである 1）。臨地実習は、基礎
看護学、成人看護学、老年看護学、小児看
護学、母性看護学、精神看護学、在宅看護
論、公衆衛生看護学、看護の統合から構成
される専門科目の領域別に、看護実践に必
要な知識と技術、態度を体験的に学習する。
この専門科目領域において、成人看護学実
習は 6 単位 270 時間（保健師助産師看護師
学校養成所指定規則による）と最も多くの
時間が配当されている。
成人看護学が対象とする「成人」とは、
身体的および心理・社会的に成長・成熟し
た人、すなわち「大人」であり、青年期か
ら壮年期・中年期を経て向老期に至るまで
の幅広い年代に及ぶ 2）。成人看護学実習で
は、この身体的および心理・社会的に成長・
成熟した成人期の患者を対象とし、対象の
発達課題と役割をふまえた上で健康上の問
題を理解すること、さらに、健康上の問題
を解決するために必要な看護実践を習得す
ることを目的としている。成人期の患者に
おける多様な健康レベルは、健康状態が急
激に変化する急性期（手術の前後を含む周
手術期）と慢性的な経過をたどる慢性期に
大別される。成人看護学実習は、通常、急
性期実習 3 単位 135 時間と慢性期実習 3 単
位 135 時間から構成されている。
成人看護学実習を含む専門領域別臨地実
習は、看護学生（以下、学生とする）にとっ
て貴重な体験学習の機会となる一方で、専
門領域ごとに新たな実習施設という環境へ
の適応、また、受け持ち患者や指導者、教
員、グループメンバーとの対人関係を構築
することなど多様なストレス状況を乗り越
えなければならない。また、求められる医
学や看護学に関する知識、専門的技術は相
当量に及ぶ。加えて、学生は、幅広い年齢
層のあらゆる健康レベルの人々とのコミュ
ニケーション能力を習得しなければならな
い 3）。この専門領域ごとの臨地実習に適応
し、学習意欲を維持していくことが、看護
を学ぶ学生の最大の課題ともいえる。
臨地実習における学生の学習意欲に関連
した先行研究では、それぞれの専門科目の
領域において満足度や達成感、自己効力感
をキーワードとして検討されてきた 4,5,6,）。
成人看護学実習においても同様であるが、
学生の学習意欲に関連する要因について、
急性期実習と慢性期実習の双方から比較検
討している先行研究は少ない 4,5,8,9,10）。
今後は、学習意欲に関与する満足度や達
成感で表現される成功体験を実習終了の点
で完結するのではなく、近藤らによる「未
来の自分にとっても意義があるポジティブ
体験」という概念枠組みで捉えることが学
生の学習意欲を持続的に促進するためには
重要といえる 7）。
Ⅱ．目的
成人看護学実習を構成する急性期実習と
慢性期実習の双方における学生のポジティ
ブ体験に関連する要因を比較検討する。ま
た、その結果から学生の学習意欲を促進す
る効果的な実習指導に関する指針を得る。
Ⅲ．方法と対象
1．用語の定義
ポジティブ体験：近藤らによる精神看護
学実習におけるポジティブ体験に関する研
究を参考として「喜び、楽しさ、充実感と
いったポジティブな感情をともなう体験で
あり、かつ未来の自分にとっても意義があ
ると感じられる体験」と定義する 7）。
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急性期実習：健康状態が急激に変化する
急性期（主に手術の前後を含む周手術期）
にある成人期の患者の健康上の問題を理解
し、生命を維持・回復するための看護実践
を体験的に学習する授業形態を指す。
慢性期実習：慢性的な健康障害を持つ成
人期の患者の健康上の問題を理解し、健康
障害をコントロールするための看護実践を
体験的に学習する授業形態を指す。
実習指導者：成人看護学実習を実施する
病棟において、学生指導を任命され担当す
る病棟スタッフ（看護師）を指す。
担当教員：成人看護学実習に常時帯同し、
実習指導者とともに直接学生指導を担当す
る教員（成人看護学領域の教員）を指す。
2．成人看護学実習の概要
1 グループ 4 ～ 6 名の学生で実習グルー
プを構成し、実習施設（9 病院 25 病棟）
に配置する。実習施設では、実習指導者な
らびに担当教員が、専任で 1 グループの学
生の指導を担当する。学生は急性期・慢性
期の実習期間中、原則として 1 名の患者を
受け持ち、指導の下で看護実践を行う。
3．調査対象：研究趣旨に同意が得られた
T大学看護学科 4年次生 69 名。
質問紙は 4 年次生 69 名に配布し、39 名
より回答を得た（回収率 56.2％）。欠損値
のない 38 名の回答を有効とし、分析対象
とした。
4．調査期間：平成 29 年 4 月～ 6月
5．調査方法：自記式質問紙による調査
①質問紙の構成
調査内容は成人看護学実習における体験
的内容の評価を質問するものであり、調査
項目は、近藤らによる精神看護学実習にお
けるポジティブ体験に関する調査項目の一
部を改変し、8 領域・32 項目により構成し
た 7）。回答は 6 段階の選択肢とし、「非常
にそう思う」から「全くそう思わない」ま
で点数（6点～ 1点）を付与して得点化した。
なお、平均値 3.5 点以上をポジティブ評価
とした（表 1）。
「Ⅰ領域：実習全体について」は、成人
看護学実習全般に対する肯定的な評価項目
により、「Ⅷ領域：成人看護学への関心」は、
実習終了後の成人看護学への関心に対する
評価項目により構成されている。つまり、
Ⅰ領域とⅧ領域の 6項目は、「喜び、楽しさ、
充実感といったポジティブな感情をともな
う体験であり、かつ未来の自分にとっても
意義があると感じられる体験」を示す。
「Ⅱ領域：受け持ち患者」は受け持ち患
者との関係性について、「Ⅲ領域：学生自
身」は学生自身の実習への取り組みや態度
について、「Ⅳ領域：看護実践」は実習の
中心課題である受け持ち患者に対する看護
実践を評価する項目によって構成されてい
る。「Ⅴ領域：実習病棟・実習指導者」「Ⅵ
領域：担当教員」「Ⅶ領域：実習グループ」
は、実習の進捗に対するサポートを得るた
めの人的資源となる実習指導者、担当教員、
実習グループメンバーについて評価する項
目から構成されている。以上、Ⅱ領域から
Ⅶ領域の各項目が、Ⅰ領域とⅧ領域のポジ
ティブ体験に関連する因子として、6 領域
26 項目に分類されている。なお、質問項
目は、急性期実習・慢性期実習共通である。
Ⅰ領域の質問項目に「成人看護実習は（精
神的・身体的に）楽に実習することができ
た」とあるが、これは、近藤らによる精神
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看護学実習におけるポジティブ体験に関す
る調査項目の表現をそのまま引用した。本
研究では、学生が「精神的な側面と身体的
な側面において苦痛とは思わない」という
プラス志向の意味合いとして「楽に実習す
ることができた」と表現した。
②調査時期
3・4 年次に配当されている成人看護学
実習が全て終了する4年次の4月～6月（実
習グループによって成人看護学実習終了時
期が異なる）に実施した。調査を実施する
にあたり、本研究の目的ならびに研究への
参加は任意であること、調査結果は成績評
価を含む学習評価等とは無関係であり、研
究以外の目的では使用しないことを説明
し、説明文書を添えて質問紙を配布した。
③質問紙の回収方法
学内に期限付きで設置した鍵付きのポス
トに投函、回収した。
6．データの分析
① 8領域別の平均得点を算出した（領域
別平均得点は、各領域の項目の合計得点
を項目数で割って求めた）。
②  8 領域 32 項目別の平均得点を算出し、
急性期実習と慢性期実習各項目につい
て対応のある t 検定を行った。
③成人看護学の実習全般に対する評価項
目によって構成されたⅠ領域および実
習終了後の成人看護学への関心に対する評
価項目によって構成されたⅧ領域と、これ
ら以外のⅡ～Ⅶ領域の 26 項目について、
Pearson の積率相関係数を算出し、急性期
実習と慢性期実習の結果を比較した。
④統計解析には、IBM SPSS Statistics
ver.24 を使用し、有意水準は 5％未満（p 
＜ .05）とした。
7．倫理的配慮
本研究への参加は自由意志であり、質問
紙調査は無記名として個人情報の匿名性と
機密性を厳守した。また、調査用紙の提出
（投函）をもって研究参加の同意が得られ
たものとした。本研究は、T 大学倫理審査
委員会の承認を得て実施した。
Ⅳ．結果
1． 急性期実習と慢性期実習における 8 領
域別平均得点値の比較
8領域別の平均得点（平均値±標準偏差）
は、急性期実習と慢性期実習の双方におい
て全ての領域で 4.0 点以上のポジティブ評
価を示した（表 2）。
2．急性期実習と慢性期実習における項目
別平均得点値の比較
急性期実習と慢性期実習間で項目ごとの
平均値に対応のあるt検定を行ったところ、
「成人看護実習では、学びたいことが学べ
た」「成人看護実習は、楽に実習すること
ができた」「指導者は学生の話を聞いてく
れた」「指導者は学生のよいところを認め
てくれた」の 4 項目で有意差を認めた（図
1）。
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3． 急性期実習と慢性期実習におけるポジ
ティブ体験に関する項目間の相関
成人看護学の実習全般に対する評価項目
によって構成されたⅠ領域および実習終了
後の成人看護学への関心に対する評価項目
によって構成されたⅧ領域と、これら以外
のⅡ～Ⅶ領域の 26 項目において Pearson
の積率相関係数を算出した。相関係数を求
めることによって項目間の関係の強さを検
証した（表 3・表 4）。
急性期実習では、「Ⅴ領域：病棟と指導者」
のすべての項目群と「学びたいことが学べ
た」「よい体験ができた」との間に 0.7 以上
の相関がみられた。また、「Ⅵ領域：教員」
のすべての項目群と「よい体験ができた」
との間に 0.7 以上の相関がみられた。
慢性期実習では、「学びたいことが学べ
た」「よい体験ができた」と 0.5 以上の相関
がみられていたのは4領域8項目であった。
また、「Ⅱ領域：受け持ち患者」の 1 項目
を除く項目群と「学びたいことが学べた」
との間に 0.4 以上の相関がみられており、
急性期実習との差異が認められた。
Ⅴ．考察
近藤らは、「ポジティブ体験とは喜び、
楽しさ、充実感といったポジティブな感情
をともなう体験であり、かつ未来の自分に
とっても意義があると感じられる体験」と
述べている 7）。臨地実習に臨む学生にとっ
てポジティブな体験とは「学生が実習中に
よかったと感じただけでなく、将来におい
ても意義があると感じた体験」ということ
になる。6 単位 270 時間の長時間を要する
成人看護学実習において、一時的な充実感
のみならず未来の自分にとっても意義があ
るという感情を体験することは、学生の看
護観に大きく影響するものと思われる。
成人看護学実習を構成する急性期実習と
慢性期実習の双方を比較したところ、8 領
域別の平均得点では、急性期実習と慢性期
実習全ての領域で 4.0 点以上のポジティブ
評価が得られた。しかし、質問紙の回収率
が 56.2％であったことを鑑みると、分析対
象としたデータに偏りがなかったとは言い
切れず、研究への参加を困難としている状
況については、今後検討を要する。
8 領域に分類された 32 の項目ごとに平
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均得点を算出し、急性期実習と慢性期実習
において比較した結果、「Ⅰ領域：実習全体」
を構成する「成人看護実習では、学びたい
ことが学べた」「成人看護実習は、（精神的・
身体的に）楽に実習することができた」の
2項目と「Ⅴ領域：実習病棟・実習指導者」
を構成する「指導者は学生の話を聞いてく
れた」「指導者は学生のよいところを認め
てくれた」の 2 項目において有意な差が認
められた。
これは、慢性期実習では急性期実習に比
較し学びたいことが学べて、精神的・身体
的に楽に実習することができていたこと、
指導者が学生の話を聞いて、学生のよいと
ころを認めてくれたと考えられる。
急性期実習では、健康状態が急激に変
化する周手術期にある患者を対象とするた
め、患者の状態は日々目まぐるしく変化し
ていく。特に、手術目的で入院する患者は、
手術予定日の前々日から前日に入院し、手
術後は早期の離床、早期のリハビリテー
ションを目指し、クリニカルパスによって
退院までのスケジュールが経時的に管理さ
れている。臨床での経験値がない学生は、
患者の回復過程に応じた症状の変化を予測
することが困難であり、治療経過のスピー
ドに学習内容が追いつかない状況に陥りや
すい。
荒木らは、学生は「患者の変化に対応し
た援助ができなかった」と否定的な感情を
抱く場合があり、急性期実習の学生の満足
度が低いことを報告している 8）。佐藤らは、
術直後には患者の心身の状態の変化が激し
く、学生主体で実施する看護実践場面が少
ないことから、成功体験が得られにくいと
述べている 5）。
しかし、慢性期実習では、慢性的な健康
障害を持つ患者を対象とするため、実習期
間中における患者の症状の変化が比較的少
ない。学生は、不足している知識を改めて
学習することによって補いながら、自身の
ペースで実習に臨むことが可能であり、「学
びたいことが学べる」という満足感を得て
いたことが明らかになった。また、学生は、
時間的な余裕を持って指導者との関係性を
構築しながら、指導者の承認を得ることが
できていた。
急性期実習と慢性期実習における 32 項
目別評価の比較については、急性期と慢性
期の特徴が顕著に反映された結果となっ
た。特に急性期実習では、学生が看護展開
の速さに圧倒されるのではなく、周手術看
護を体感できるような指導場面を想定して
関わることが重要となる。例えば受け持ち
患者が全身麻酔から覚醒していく観察場面
では、血圧計のマンシェットを巻くことや
心電図の電極を貼ることなど、学生が可能
な看護ケアを実施できるよう、具体的な行
動のレベルで示しておく必要がある。学生
にとって、臨場感を持って患者の回復過程
を体験することは、非常に貴重な機会であ
り、実習の醍醐味でもある。
成人看護学実習におけるポジティブ体験
に関する項目間の相関では、急性期実習に
おいて「Ⅴ領域：病棟と指導者」のすべて
の項目群と「学びたいことが学べた」「よ
い体験ができた」、「Ⅵ領域：教員」のすべ
ての項目群と「よい体験ができた」との間
に r =0.7 以上の相関がみられた。また、「Ⅵ
領域：教員」すべての項目群と「学びたい
ことが学べた」との間には r =0.5 以上の相
関がみられた。急性期実習では、学びたい
ことが学べて、よい体験ができたというポ
1 特定の疾患あるいは治療を受ける患者の、
入院から退院までの治療・処置・検査・
看護・リハビリなどを、経時的・職種別
に一覧表にしたケア計画書：小松弘子編：
成人看護学総論 , 医学書院 , 第 14 版第 2
刷 ,415-416,2015.
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ジティブ体験として、実習指導者ならびに
担当教員との関連性が強いことが明らかと
なった。
教員の傾聴・承認・的確な助言が精神
看護学実習におけるポジティブ体験の有無
に影響する主要な関連要因になるという近
藤らの研究結果と一致する。さらに、近藤
らは、教員が学生をどうサポートするかに
よって実習がポジティブ体験にも、ネガ
ティブ体験にもなり得る可能性があること
を示唆している 7）。教員は、学生に与える
影響力に対して再認識し、傾聴・承認・的
確な助言について十分に意識する必要があ
る。
また、本研究では、実習指導者との関連
性も強いという結果が得られている。近藤
らの研究では、日々交代する臨床指導者に
比べて教員の影響力は強いと分析している
が、専任の実習指導者が指導に当たるとい
う指導体制の下では、実習指導者による傾
聴・承認・的確な助言もまたポジティブ体
験の有無に影響する主要な関連要因となる
ことが明らかになった。
実習終了後の成人看護学への関心では、
「成人看護について興味を持った」「将来、
成人看護をやってみたいと思った」と「教
員は学生のよいところを認めてくれた」「教
員は学生に的確な助言をくれた」との間に
r =0.6 以上の相関がみられており、同様に
「Ⅴ領域：病棟と指導者」の全ての項目群
との間に r =0.5 以上の相関がみられた。担
当教員からの承認と的確な助言は将来の成
人看護学への関心に繋がり、指導者の関わ
りも影響することが明らかとなった。
慢性期実習では、「Ⅴ領域：病棟と指導者」
の「指導者は学生のよいところを認めてく
れた」「指導者は的確な助言をくれた」、「Ⅵ
領域：教員」の「教員は学生のよいところ
を認めてくれた」について r =0.5 以上の相
関がみられた。急性期実習と同様に、実習
指導者や教員からの承認と的確な助言が、
ポジティブ体験の有無に影響を与えてい
る。しかし、実習指導者、教員以外の領域
では、「Ⅱ領域：受け持ち患者」の「患者
は学生に対して色々な話をしてくれた」「患
者は学生に対して励ましや感謝の言葉をく
れた」、「Ⅲ領域：学生自身」の「患者との
関係づくりが困難な状況を、乗り越えられ
るようになった」「患者とのコミュニケー
ションのとり方がわかるようになった」「自
分が成長したと感じた」の 5 項目がポジ
ティブ体験の有無に影響を与えていた。
慢性期実習では、患者との会話やコミュ
ニケーションに関する項目との相関がみら
れており、この点で急性期実習との差異が
認められた。学生は、患者が学生に対して
「色々な話」や「励ましや感謝の言葉」を
くれたことによって、「患者との関係づく
り」の困難さを乗り越えて「患者とのコミュ
ニケーションのとり方がわかるようになっ
た」と感じており、実習全般に対するポジ
ティブ体験の要因に繋がっていた。阿部は、
患者とのコミュニケーションの自己効力感
と実習経験について、遂行行動の達成と言
語的説得の経緯は患者とうまくコミュニ
ケーションが取れ、他者から認められ、励
まされた経験であると述べている 11）。患者
との円滑なコミュニケーションは、信頼関
係構築の第一歩となる。学生は、患者から
の承認を得られているという自己肯定感に
よって、患者との関わりに積極性が生じ、
実習に取り組む態度や学習意欲への変化に
繋がっていく。
山口らは、臨地実習において受け持ち
患者の看護過程展開の実践を学ぶことは最
も重要とされる学習課題であるとしている
9）。患者理解を中心とした実習と看護過程
を展開する看護実践能力を習得する実習と
は、相反するものではなく、患者やその家
族との人間関係を基盤としながら看護展開
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の実践を学び、さらに教員や臨床指導者と
の相互関係を通してその学びを進化させる
ことに他ならない。教員には、学生の受け
持ち患者を取り巻く環境や抱える心理社会
的背景について学生自身が深く考える機会
を設けるような指導が望まれる 9）。
受け持ち患者の看護を展開していく上で
時間的な制約が少ない慢性期実習では、受
け持ち患者とのコミュニケーションスキル
が実習全般に対するポジティブ体験の関連
要因となることが明らかになった。慢性期
実習では、実習全般に対するポジティブ体
験と実習終了後の成人看護学への関心の双
方に関連していた項目はみられず、実習終
了後の成人看護学への関心との関連性は総
じて低かった。
Ⅵ．結論
1．慢性期実習では、急性期実習に比べて
学生自身のペースで実習に臨むことが可
能であり、学びたいことが学べるという満
足感を得ることができていた。よって、急
性期実習では、看護展開の速さに終始する
ことなく、周手術看護を体感できるような
指導場面を想定して関わることが重要とな
る。
2．急性期実習では、実習指導者と担当教
員からの傾聴・承認・的確な助言が、実
習全般に対するポジティブ体験の主関連要
因であり、さらには成人看護への関心に繋
がっていた。
3．慢性期実習では、実習指導者と担当教
員からの傾聴・承認・的確な助言の他に、
患者との関係づくりの困難さを乗り越え
て、コミュニケーションのとり方がわかる
ようになったと感じる成功体験が、実習全
般に対するポジティブ体験の要因に繋がっ
ていた。つまり、患者とのコミュニケーショ
ンスキルの獲得が、ポジティブ体験の関連
要因となっていた。
4．実習指導に関する指針として、教員と
実習指導者の学生に与える影響力につい
て共通認識すること、傾聴・承認の姿勢を
意識して助言すること、学生と患者との関
係形成をサポートすることがポジティブ体
験に効果的であると示唆された。
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